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Ⅳ 道路詳細設計検討会での
検討事項

資料４



2

１． 平面計画、縦断計画

２． 横断計画

３． 交差計画

４． 立体横断施設

５． 植栽

６． その他の事項
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１．平面計画・縦断計画
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◆平面計画（延長、幅員、位置）は、都市計画で決定済み

延長２．５７km（※都市計画で決定）

さいたま東村山線

国道４６３号 新宮戸橋通り

袋橋通り 宮戸橋通り

幅員４２ｍ（※都市計画で決定）

位置（※都市計画で決定）
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◆縦断計画の留意点
縦断計画は、「交差道路の高さ」や「沿道の土地利用」と整
合を図って計画する必要があります。

（縦断図）

（平面図） 交差点 交差点 交差点

宅地

現況高

計画高

住宅からの出入り
を考慮

交差する道路の高さ
に整合



6

２．横断計画
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本線→

住宅が並ぶ区域

◆整備タイプ決定の留意点＜副道タイプ＞
沿道施設が多い箇所は、副道を設置して安全性や円滑性
を確保し、各施設から副道に出入りするよう計画します。

副道
入口 出口

本線への出入口を
１箇所に集約
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←本線

市道

◆整備タイプ決定の留意点＜緑地タイプ＞
沿道施設への出入りが限定的な箇所は、緑地とする方向
性ですが、将来的な沿道土地利用の変化（商業施設や住
宅への転換）を十分考慮する必要があります。

V
V

V

V
V

V

県
道

市
道

副道は設けず
植栽帯を整備

土地利用が
変わる可能性
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３．交差計画
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◆交差計画上の留意点①
交差点は、「沿道利用」の観点では、多く配置されるのが望
ましいものの、「通行の安全性」や「交通の円滑化」の観点
では、できるだけ集約（最小化）することが望まれます。

交
差
点

交
差
点

交
差
点

交
差
点

交
差
点

交
差
点

交差点数
多い

交差点数
少ない

交差点間隔が短いため、渋滞が発生しやすい。
交差点は事故が発生しやすいため、事故の危険性が高まる。

交差点間隔が長く、横断する箇所が限られるため、不便になる。
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本線

本線

◆交差計画上の留意点②
本線の新設に伴い、交差道路（既存の県道や市道）側の渋
滞対策を併せて計画する必要があります。

県
道

市
道

右折車がボトルネック
にならないよう
右折車線を設置
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４．立体横断施設
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現在の通学

通学路の見直し

◆立体横断施設の配置計画上の留意点
立体横断施設の設置は、通学路や歩行者数等を総合的に
勘案して検討します。併せて、通学路は、バイパスの歩道を
活用した見直しが望まれます。

車道
国道
254
ﾊﾞｲﾊﾟｽ

歩道

歩道

横断歩道

歩
道
橋
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５．植 栽
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▲志木市の木・花
▲ハナミズキ

（維持管理しやすい植栽例）

◆植栽計画上の留意点①

・樹種の選定は、市のシンボルや維持管理面を考慮しなが
ら検討します。
・樹木の配置は、交通安全や防犯等を踏まえ、視認性の確
保や緩衝機能を考慮しながら検討します。
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▲彩の国ロードサポート制度の仕組み ▲活動団体の事例

◆植栽計画上の留意点②
＜彩の国ロードサポート制度＞
県管理道路において、清掃美化活動を行う住民等による
ボランティア制度で、快適な道路環境づくりと道路愛護意
識の向上を図る仕組みです。
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６．その他の事項
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◆バス路線化への備え
将来的な路線バス等の運行に備え、バス停車帯や停留所
に改良しやすい構造とすることが考えられます。

▲植栽帯の幅員を活用したバスベイ型の停留所の設置例(横浜市)

▲バスベイ型の例

(緑地タイプ） (副道タイプ)

停留所バス停車帯

※植樹帯のみの改良 ※植樹帯・副道等の改良

停留所 バス停車帯


